
川
の
流
れ
に
寄
り
添
い
、
そ
の
流
れ
と
共
に
川
を
下
る
。
美
空
ひ
ば
り
の「
川
の

流
れ
の
よ
う
に
」の
歌
の
ご
と
く
、
今
回
の『
溺
愛
主
義
』は
、
川
の
流
れ
に
沿
っ
て

歩
く
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
。
川
の
名
は「
山
田
川
」、
吹
田
の
北
東
部
を

流
れ
る
川
で
あ
る
。
山
田
川
に
、
わ
が
恋
心
は
伝
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
山
田
川
の
起
点
は
北
千
里
の

「
蓮
間
ケ
池
」と
言
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

池
か
ら
水
が
湧
き
だ
し
て
い
る
の
だ
と

い
う
。
こ
れ
は
驚
き
だ
。
蓮
間
ケ
池
は
、

阪
急「
北
千
里
」駅
の
北
、
北
千
里
公
園

の
中
に
あ
る
。
池
の
向
こ
う
に
は
、
国

立
循
環
器
セ
ン
タ
ー
が
見
え
る
。『
市
報

す
い
た
』の「
青
山
台
・
藤
白
台
か
い
わ

い
」の
記
事
に
は
、「
こ
の
蓮
間
ケ
池
は
山

田
上
・
中
・
下
全
域
の
用
水
源
で
し
た
。

樋
を
抜
く
の
は
日
焼
け
が
厳
し
い
年
に

限
ら
れ
管
理
も
厳
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
た
め
、
山
田
上
の
人
々
は
、
夜
中

に
こ
っ
そ
り
樋
を
抜
い
て
水
を
盗
み
に

行
き
ま
し
た
」と
あ
る
。
こ
の
池
か
ら
ボ

コ
ボ
コ
と
水
が
湧
い
て
い
た
と
い
う
の

だ
。
元
々
、
山
田
と
い
う
土
地
は「
山
田
・

佐
井
寺
、
月
夜
に
や
け
る
」と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
月
の
弱
い
光
で

も
田
ん
ぼ
が
焼
け
て
、
干
上
が
っ
て
し

ま
う
。
つ
ま
り
、
干
ば
つ
地
帯
だ
っ
た
。

千
里
は「
九
十
九
谷
」と
も
呼
ば
れ
、
そ

の
谷
に
溜
池
を
築
く
こ
と
で
、
何
と
か

水
不
足
を
補
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
中
で
、

水
が
豊
か
に
湧
き
あ
が
る
蓮
間
ケ
池
は
、

奇
跡
の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
。
今
も
、

こ
の
池
か
ら
一
条
の
水
路
が
南
に
走
っ

水
路
に
沿
っ
て
、
さ
ら
に
南
へ
下
っ

て
ゆ
く
と
、
鉄
錆
び
た
水
門
が
見
え
た
。

こ
こ
で
、
水
路
は
、
東
側
の
水
遠
池
か

ら
の
水
路
と
合
流
し
て
、
初
め
て「
山

田
川
」と
い
う
名
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
は
、

す
っ
か
り
川
ら
し
い
表
情
を
見
せ
て
流

れ
る
。
左
に
は
万
博
の
丘
、
右
に
山
田

駅
横
の
ガ
ス
タ
ン
ク
。
そ
し
て
、
名
神

高
速
道
路
、
モ
ノ
レ
ー
ル
を
ア
ン
ダ
ー

ク
ロ
ス
し
て
、
東
南
の
方
向
に
大
き
く

カ
ー
ブ
し
て
ゆ
く
。
な
る
ほ
ど
、
千
里

丘
陵
は
、
東
南
に
落
差
を
持
っ
て
い
る

の
だ
。
そ
し
て
、
水
は
、
そ
の
谷
の
底

の
部
分
を
流
れ
る
。
当
た
り
前
の
こ
と

だ
が
、
谷
を
走
り
流
れ
る
水
が
、
今
日

の
僕
に
は
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
山
田
川
の
東
南
へ
の
カ
ー
ブ
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
歴
史
的
に
も
、
街
道
の
要

衝
だ
っ
た
。
こ
こ
に
あ
る
の
が「
山
田

三
辻
道
標
」で
、
北
か
ら
箕
面
の
西
国

街
道
に
つ
な
が
る
小
野
原
街
道
が
こ
こ

で
、
山
田
街
道
と
交
差
し
て
山
田
の
旧

村
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
山

田
の
町
で
は
街
道
と
川
が
、
寄
り
添
う

よ
う
に
東
南
に
、
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
で

伸
び
て
行
く
。
そ
し
て
、
そ
の
街
道
と

川
に
寄
り
添
う
よ
う
に
山
田
の
町
が
広

が
っ
て
い
る
。
か
つ
て「
吹
田
千
軒
・

山
田
千
軒
」と
言
わ
れ
た「
山
田
村
」の

賑
わ
い
は
、
街
道
と
川
か
ら
生
ま
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
賑
わ
い
は
幻
と
は

な
っ
た
が
、
山
田
の
町
に
は
、
今
も
、

美
し
い
町
並
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
懐
か
し
い
町
並
み
の
北
側
の
丘
陵
に

モ
ダ
ン
な「
万
博
公
園
」が
あ
る
こ
と
が

不
思
議
な
気
も
す
る
。

さ
て
、
山
田
の
町
の
中
心
に
は
、
圓

照
寺
と
い
う
寺
が
あ
る
。
昔
は
、
も
っ

と
も
っ
と
大
き
な
寺
域
を
持
っ
て
い
た

の
だ
が
、
今
は
い
く
つ
か
の
寺
に
分
か

れ
、
山
田
全
体
を
寺
町
の
よ
う
な
風
情

に
感
じ
さ
せ
て
い
る
。

圓
照
寺
の
来
歴
を
訪
ね
て
み
る
と
、

8
5
3
年
、
山
田
川
の
起
点
、
蓮
間
ケ

池
付
近
に
建
立
さ
れ
た
と
あ
る
。
圓
照

寺
の
奥
の
院
が
蓮
間
ケ
池
で
あ
、
そ
の

本
尊
が
秘
仏「
准
て
い
観
音
」で
あ
る
。

「
准
て
い
観
音
」は
、
イ
ン
ド
渡
来
の
神

で
、「
准
て
い
」は
、
清
浄
を
意
味
し
、

心
を
清
浄
に
す
る
働
き
が
あ
る
。
同
時

に
、
女
性
性
、
母
性
の
意
味
合
い
も
あ

る
と
い
う
。
僕
に
は
、「
准
て
い
観
音
」

①蓮間ケ池：北千里公園の中
にある。ここからボコボコと水
が湧いている。
②蓮間ケ池からの一条の水路：
やがて、山田川となる。
③山田川の起点となる水門：こ
こから川らしい表情となる。
④阪急・モノレール「山田」駅付
近を流れる山田川：ここから
大きく左にカーブする。
⑤山田三ツ辻道標：右 をの原
村・みのお・いけだ　左 をか
町・いたみ

⑥山田の町を行く小野原街道：
素敵な散歩道だ。
⑦山田の里をゆったり流れる山
田川。
⑧圓照寺山門：秘仏「准てい観
音」が１月18日御開帳された。
⑨山田イザナギ神社前を流れる
山田川の橋で一休み。
⑩正雀辺りを流れる山田川：川
の両脇は遊歩道となっていく。
⑪安威川に合流：手前が山田川。
安威川は左から右に流れる。

■参考文献
●『市報すいた・わたしの町』「青山台・藤白
台かいわい」
●『わかりやすい吹田の歴史・本文編』編集刊
行・吹田市立博物館
●『山田郷土史「山田のあゆみ」』山田自治会郷
土史編纂委員会
●『山田村村誌』山田村役場
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N

て
い
る
。
そ
の
水
路
に
沿
っ
て
山
田
川

の
流
れ
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

水
路
は
、
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
て
軽
快

に
流
れ
る
。
左
右
に
は
、
千
里
団
地
の
風

景
が
広
が
る
。
そ
の
側
に
、
昔
な
が
ら
の

溜
池
が
残
さ
れ
て
い
た
り
す
る
。
藤
白
台

に
は
ピ
ア
ノ
の
形
を
し
た「
ピ
ア
ノ
池
」

と
い
う
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
池
が
あ
っ
た
。

摂
津
市
に
入
り
、川
沿
い
の
道
を
行
く
。

名
神
高
速
道
路
、Ｊ
Ｒ
、
さ
ら
に
は
、
阪

急
線
を
ア
ン
ダ
ー
ク
ロ
ス
す
る
。そ
し
て
、

つ
い
に
、
安
威
川
に
流
れ
込
ん
だ
。
あ
あ
、

や
っ
と
着
い
た
。
徒
歩
で
ト
ボ
ト
ボ
と

3
時
間
あ
ま
り
、
結
構
歩
い
た
。
こ
の

旅
で
、
僕
は
、
山
田
川
を
愛
す
る
こ
と

が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
愛
せ
た
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
が
、
山
田
川
と
仲
良

く
な
っ
た
み
た
い
で
う
れ
し
い
。

安
威
川
と
の
合
流
点
を
少
し
東
に
遡

れ
ば
、モ
ノ
レ
ー
ル
の「
摂
津
駅
」が
あ
っ

た
。
こ
の
モ
ノ
レ
ー
ル
も
、
南
北
に
山

田
川
に
寄
り
添
っ
て
い
た
の
だ
。帰
り
は
、

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て「
山
田
」ま
で
戻

る
こ
と
に
し
よ
う
。

が「
湧
き
水
」そ
の
も
の
を
現
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。
つ
ま
り
、
蓮
間
ケ
池

に
湧
き
出
た
水
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
て

観
音
像
を
彫
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
蓮

間
ケ
池
と
圓
照
寺
を
つ
な
ぐ
山
田
川
の

流
れ
が「
准
て
い
観
音
」の
働
き
そ
の
も

の
と
感
じ
ら
れ
た
。

さ
て
、
山
田
村
を
通
過
す
る
山
田
川

は
徐
々
に
太
く
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
、

お
だ
や
か
な
傾
斜
で
千
里
丘
陵
を
下
り

て
行
き
、
つ
い
に
市
場
で
亀
岡
街
道
と

ク
ロ
ス
す
る
。
こ
の
街
道
が
吹
田
市
と

摂
津
市
の
境
界
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
こ
か
ら
川
幅
が
広
く
な
っ
て
ゆ

く
。
さ
ら
に
、
山
田
川
の
最
終
地
点
ま

で
歩
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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山
田
市
場

亀
岡
街
道

山
田
川
の
起
点
は

蓮
間
ケ
池
だ
っ
た

山
田
川
が
東
南
に

大
き
く
カ
ー
ブ
す
る

蓮
間
ケ
池
は

圓
照
寺
の
奥
の
院
だ
っ
た

摂
津
市
の

安
威
川
に
流
れ
込
ん
だ

山 田 川 に 愛 を 告 げ る
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